
 
 
 
 
 
 
 

地域のみなさんに感謝！そして実り多い２学期のはじまり 

 猛暑が続くなど気候的に暑い夏でしたが、本校にとっては、胸が踊る熱い夏でした。区の大会を３期連

続で優勝し、都大会に出場したバスケットボール部。女子は、早くから強豪に当たり残念な結果となりま

したが、男子は準優勝して４年ぶりに関東大会への出場権を得ました。 
８月の上旬に前橋市で開催された関東大会。学校からの出場報告に、地域の８町会・自治会はじめ多く

の方々からご支援をいただきました。バスケット部員の保護者が仕立てた応援バスには、西小岩中央町会

会長の蛯澤 様はじめ、地域の方々や、卒業生の保護者の顔がありました。チームは大声援を受けて関東

大会でも準優勝。念願の全国大会出場を勝ち取りました。４年ぶりに小岩駅北口のスーパーに応援幕が掲

げられました。これも地域のみなさん、保護者のみなさんのご支援によるものです。 
 そして８月２２日から広島市で開催された全国大会、関東ブロック代表として全国制覇を目指した本校

は、予選リーグを接戦の末突破し、決勝トーナメントに進出しました。抽選による決勝トーナメントの組

み合わせは無情で、都大会以来三度目の対戦となる昨年度の全国優勝チーム京北学園中と準々決勝で対戦。

残念ながら敗れ、全国ベスト８に終わりました。しかしながら、バスケット部の活躍は、わたしたちに暑

い夏を乗り切るのに十分な活力を与えてくれました。そして、「東京江戸川」「小岩」の名を全国に知ら

しめる結果となりました。頑張った選手、顧問の阿部主幹教諭はもとより、応援のために片道１２時間の

距離をバスで往復した生徒や保護者、地域のみなさん、関係のみなさんに拍手を送ります。 
 さて、バスケット部の大会も終了しないうちに始まった２学期。 
今年は、春先の行事が立て込んでいた関係で運動会が秋の開催です。予想以上の猛暑が９月に入っても続

き、練習が厳しいところですが、前述の夏の熱気をもちこんだ雰囲気の中で準備が進んでいます。久しぶ

りに全学年３学級となり、今年は色別の縦割りで競い合いを見ることができます。多くの方々のご来校を

お待ちしております。 
 １０月３０日（土）には、文化祭を開催いたします。この夏の東京都吹奏楽コンクールで銀賞を受賞し

た吹奏楽部は、さらに質の高い演奏を目指して練習に励んでいます。本校恒例の学年劇はじめ、合唱、教

科の学習発表、作品展示、そして青少年の翼海外派遣の報告等、本校の文化を保護者や地域のみなさんに

披露することを励みに実らせていきたいと思います。 

９月の主な予定 

１ 水 PTA常任委員会 16 木 避難訓練 

２ 木 区水泳大会 17 金 区陸上競技大会 

３ 金 小学生体験授業 区書写コンクール 18 土 土曜サプリメント講座 

４ 土 学校説明会 小学生部活動体験 19 日  

５ 日  20 月 敬老の日 

６ 月 振替休業日 21 火 中間考査 

７ 火  22 水  

８ 水 運動会予行 23 木 秋分の日 区秋季総合体育大会 

９ 木 西小岩地区委員会講演会 24 金 生徒会役員選挙 
10 金  25 土  
11 土 運動会 26 日  
12 日 運動会予備日 27 月 朝礼 専門委員会 
13 月 振替休業日 28 火  
14 火 区人物写生コンクール 29 水 職員会議 
15 水 小中連携研修会（西小岩小） 30 木            10/3まで 
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☆ 生 徒 の 活 躍 ☆ 

＜吹奏楽部＞ 

○東京都吹奏楽コンクール 
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バスケット部からみなさんへのごあいさつ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜バスケットボール部＞ 

 

応援ありがとうございました！ 

 

男子バスケットボール部キャプテン3年 植村 哲也 

 僕たちの目標は「全国制覇」でした。それを実現させるために毎日必死に練習してきました。 

練習量はどこにも負けないと思います。しかし、８月２４日の全国大会決勝トーナメント準々決勝の

京北中学との戦いで僕たちは敗れ、「全国制覇」を達成することはできませんでした。 

「京北中にあって僕たちに足りなかったものは何だろう？」「心ひとつになれていたかな？」「いつ

でも強気でプレーしていたかな？」・・・負けたことで考えることがたくさんできました。でも、い

つまでも引きずっていたら前へ進めないので、この悔しさを高校で活かしたいと思います。これまで

たくさんの迷惑をかけてしまった僕たちを応援していただいてありがとうございました。皆様の応援

があったからここまで頑張れたと思います。 

そして、阿部先生、自分勝手な僕たちを見捨てずにここまで育てていただきありがとうございまし

た。「全国制覇」という目標を達成することはできませんでしたが、たくさんの方に見守られ応援い

ただいた僕たちは本当に幸せでした。 

 

「２年半の感謝をこめて」 

 

バスケット部保護者代表 植村 和美 

猛暑が続く中、群馬での関東大会、広島での全国大会に遠路足を運んで応援していただいたこと、

また、バスケット部のためにお時間を割いて奔走していただいたたくさんの方々に、この場をお借り

して感謝の気持ちをお伝えしたいと思います。 
約２年半前、３年男子バスケット部は「全国制覇」を胸に小岩四中に入学しました。希望に満ち溢

れ瞳を輝かせながら・・・・。しかし、高さもない、人数も経験も乏しい岩四バスケット部が「全国」

を目指すにはあまりにも厳しい現実が待っていました。  ７人・・・・公式戦になれば、一日で準

決勝、決勝の２試合。勝ち進めばそれだけ相手も強くなります。そのなかで７人で闘わなければなら

ないことは彼らにとって最大の試練でした。７人がいつでも万全の状態でいることは難しく、その中

で５人をコートに送り出さなければならない監督・コーチである阿部先生の苦悩は想像以上だったと

思います。そんな７人の練習相手になっていただいた卒業生、そして、練習後 お腹を空かせた彼ら

に差し入れをしていただいた地域の皆様にも大変お世話になりました。私たち保護者が賄いきれない

ところをたくさんの方々に助けていただき、感謝してもしきれません 
このご恩をどうお返しすれば良いのか？まずは、関東大会出場！そして、全国大会への切符を手に

入れること！その願いを叶えるため、彼らは頑張って頑張って頑張りました。その頑張りを皆様がご

存知だからこそ、たくさんの応援をいただけたと感じています。 
最後は、「全国制覇」の夢断たれましたが、８月２４日まで全国大会の広島の地でバスケットがで

きたこと、７人は幸せだったと思います。そして、そんな子どもたちを見ることができた私たち保護

者も幸せでした。 
最後になりましたが、阿部先生、先生を信じてお任せしてよかった・・・自分勝手でわがままな７

人を全国大会のコートに立たせていただいた事、心から感謝いたします。ありがとうございました。 
そして、小岩四中で皆様と出会えたことをバスケット部一同幸せに感じております。 
ありったけの感謝を込めて・・・本当に本当にありがとうございました。 



○第４９回 東京都中学校総合体育大会バスケットボール大会  

第６３回 東京都中学校バスケットボール選手権大会 

 男子 準優勝 一回戦 対 練馬・大泉中１４３－３９ 二回戦  対 葛飾・新宿中 ９５－４４ 

        三回戦 対 東村山一中  ８４－５７ 準々決勝 対 世田谷・烏山中８５－３５ 

準決勝 対 石神井西中  ６９－５２ 決勝   対 京北中    ６１－８１ 

 女子     一回戦 対 大田・馬込中 ６１－６６ 

○第４０回 関東中学校バスケットボール大会 

 男子 準優勝 一回戦  対 高崎・塚沢中 ８２－５２ 二回戦 対 春日部・豊野中 ６４－５３ 

        準々決勝 対 山梨北中   ７５－４６ 準決勝 対 石神井西中   ５５－５３ 

        決勝   対 京北中    ６２－９９ 

○第４０回 全国関東中学校バスケットボール大会 

 ベスト８ 

予選Ｄリーグ 

    対 静岡大成中 ８０－５２  対 愛媛松山・久米中  ５６－６０ 

 決勝トーナメント 

    一回戦 対 石川・布水中 ６２－６１  準々決勝 対 京北中  ７２－１０６ 

 

 

  


